
○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○補助事業の収支状況

団　体　名 一般財団法人　函館国際水産・海洋都市推進機構

助成の根拠規定等
函館市補助金等交付規則

(条例・規則・要綱等)

内　　容
　函館国際水産・海洋都市構想の推進母体である一般財団法人函館国際水産・海洋都市推
進機構の運営費の一部を補助するもの。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

一般財団法人　函館国際水産・海洋都市推進機構補助金
開　始

平成２１年度
年　度

市 その他

収 22 25,500 0

　当該団体は，函館国際水産・海洋都市構想の推進母体として，地域の産学官により設立
された団体であり，運営費の補助により，学術研究機関の集積や地域と学術研究機関の連
携など，構想の推進を図ることを目的とする。

　学術研究機関の集積や地域の産学官連携の促進など，構想の主要施策の推進により，地
域の優位性を活かした新産業や雇用の創出を通じて地域経済の活性化が図られる。

(単位：千円)

年　度
助　　成　　金

事業収入 財産運用収入 雑収入 繰越金 計

8,130 206 75 2,676 36,587

23 25,500 400 101,189 206 16 2,529 129,840

24 35,625 200 156,286 207 28 1,661 194,007

入 25 35,625 200 51,165 206 16 1,995 89,207

26 18,700 400 70,309 133 175 1,009 90,726

計

支 22 16,736 4,102 13,220 0 2,529

年　度 人件費 事務費 事業費
外部資金に
係る繰越

補助金に
係る繰越

36,587

23 17,982 2,920 104,990 2,287 1,661 129,840

1,995 194,007

出 25 28,795 4,899 54,153 351 1,009

24 26,925 4,248 154,483 6,356

89,207

26 15,432 2,917 71,728 649 0 90,726



○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

　一般財団法人　函館国際水産・海洋都市推進機構補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

　構想を推進していくために，地域の産学官に
より設立された団体であり，完全な自主自立に
よる運営は想定しにくいが，国の受託事業の獲
得など外部資金の調達に努力している。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

　国際水産・海洋総合研究センターの基本的な
運営にかかる経費であるため，委託や負担金は
なじまない。

１

公益性
（明確な公益性があるか） 　函館国際水産・海洋都市構想は，平成15年に

策定されたまちづくり構想であり，新総合計画
の中にも「国際的な水産・海洋都市の形成」と
して主要施策に位置付けられている。当機構
は，その構想の推進母体として，新産業の創出
を通じた地域経済の活性化を目的に，地域産学
官により設立された公益性の高い団体である。

　①広く市民生活の向上に貢献
  する事業

　②市民ニーズが高い事業

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

　構想の推進や地域の産学官連携を促進するに
は，当機構の活動が不可欠である。

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

　当該団体の全体事業費は，事業収入により大
きく増減するが，継続的な団体運営に係る基本
的な人件費や事業費については，それぞれの積
算に基づき算定し，継続的に補助する必要があ
る。

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

７ 経常経費の節減に努めているか

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

５ 前年度繰越金は生じていないか
　事業収入を財源とした事業費については，翌
年度の事業を行うための繰越金が発生している
が，補助金に係る繰越金は生じていない。



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

現行のまま補助を継続
　平成２６年度に国際水産・海洋総合研究センターが
供用開始されたことに伴い，補助対象事業の一部（産
学官連携促進業務など）の見直しを行った。今後も団
体の目的達成のため補助を継続していくが，経費節減
や自主財源を確保し，自主性を高めるよう要請を行う
とともに，補助金の縮減について協議，検討する。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他
　平成２９年度

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

　一般財団法人　函館国際水産・海洋都市推進機構補助金

①学会の誘致
②外部資金の獲得・調達
③イカマイスター養成講座の実施
④イベント，講演会，シンポジウムなどの開催

平成２６年度実績
①学会の誘致　２件　１８７名参加
②外部資金の獲得・調達　３件　６８，８０７，２３３円
③イカマイスター養成講座の実施　５７名認定
④イベント，講演会，シンポジウムなどの開催　５件　約３，８７０名参加

平成２９年度 終期到来時に再検討 平成　２９　年度

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)


